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〉

「
文
化
力
」
再
生
の
処
方
箋
は
存
在
す
る
か

―

シ
ュ
ペ

ン
グ
ラ

―
、

シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
、

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
場
合
―

は
じ

め

に

「
文
化
力
」
と

い
う
言
葉

を
近

年
、
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ

は
お
よ
そ
二
つ
の
意
味
で
使
用

さ
れ
て

い
る
。
一
つ

は
国
際
戦
略
的
意
味
、

も
う
一
つ
は
文
化
行
政
的
意
味
で

あ
る
。
前

者
は
、
軍

事
力

、
経
済
力
の
よ

う

な
強
制
的

に
行

使
で

き

る

バ
ー
ド
。パ
ワ

―
で

は
な

く
。
国
内

外
の

政
策

（
政
治
力
）
や
高

度
の
科
学

技
術

（
技
術
力
）

と
な
ら
ぶ

ソ
フ
ト

パ
ワ
ー
の

一
環
と
な
る
文
化
の
権
威
や
魅
力
を
指
す
。
後
者
は
、
文
化
庁
が
提
唱
す
る

地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
モ
ッ
ト
ー
で
、
「
文
化
の
持
つ
、
人
々
に
元

気
を
与
え
地
域

社
会
全
体
を
活
性
化
さ
せ
て
、
魅
力
あ
る
社
会
作
り

を
推
進

す
る
力
」
を
指
す
。

金
　
子
　
　
　

昭

も

し

文

化

力

と

い

う

言

葉

を

文

化

哲

学

的

意

味

で

用

い

る

と

す

れ

ば

、

そ

う

し

た

定

義

の

基

底

に

な

る

よ

う

な

精

神

史

的

意

味

で

、

こ

れ

を

位

置

づ

け

る

こ

と

が

で

き

る

。

す

な

わ

ち

文

化

力

と

は

、

文

化

・

文

明

の

客

観

的

な

物

的

成

果

や

経

済

的

繁

栄

の

よ

う

な

外

面

的

な

要

素

だ

け

で

は

な

く

、

そ

の

本

質

な

い

し

根

底

と

な

る

精

神

的

・

内

面

的

な

要

素

が

及

ぼ

し

得

る

一

種

の

力

の

こ

と

で

あ

る

。

と

。

本

稿

で

は

、

シ

ュ

ペ

ン

グ

ラ

―

ｏ
ｓ
w
ａ
ｌ
ｄ
　
Ｓ
ｐ
ｅ
ｎ
ｇ
ｌｅ
ｒ
（
一

八

八
〇

～

一
九

三
六
）
、
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
―
E
d
ｕ
ａ
ｒ
ａ
　
S
ｐ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
（
一
八
八
二
～
一
九
六
三
）
、

シ

ュ

ヴ

ァ

イ

ツ

ァ

ー

Ａ
ｌ
ｂ
ｅ
ｒ
ｔ
　
Ｓ
ｃ
ｈ
w
ｅ
ｉｔｚ
ｅ
ｒ
（
一

八
七

五

～

一

九

六

五

）

と

い

う

三

人

の

文

化

哲

学

者

に

よ

る

文

化

の

衰

退

・
没

落

に

対

す

る

診

立

て

と

、

そ

の

回

復

・

再

生

の

た

め

の

処

方

箋

に

お

け

る

共

通

項

や

相

違

点

を

比

較

考
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察
す

る
こ
と
で

、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
哲
学

の
相
貌
を
明
ら

か
に
し
、

あ
わ
せ

て
今

日
の
我
々
を
と
り
ま
く
文
化
・
文
明

の
危
機
に
何
が
提
言
で
き

る
か
検

討

し
て
み
た
い
。

彼
ら
を
取
り
上
げ
る
理
由
と
ね
ら

い
は
、

次
の
点
に
あ
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
～
一
九
一
八
）
前
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
と
り

わ
け
そ

の
敗
戦
国
ド
イ
ツ
で

は
未
曽

有
の
文

化
的
危
機
に
見
舞

わ
れ
た
が
、

こ
の
危

機
の
本
質
を

い
ち
早
く
洞
察

し
、
と
く
に
文

化
哲
学
と
も
言
う
べ
き
、

文
化
概
念
を
中
心

に
据
え
た
哲
学
的
思

想
の
立
場
か
ら
文
化

の
回
復
と
再

生

の
た

め
の
処
方
箋
の
検
討
を
行

っ
た
の
が
、
こ
の
三

人
の
文
化

哲
学

者
で
あ

っ
た

の
で
あ

る
。
彼
ら

に
共
通
す

る
の
は
、
い
ず
れ
も
ゲ
ー
テ
や
ル
ソ
ー
、

ニ
ー
チ

ェ
な
ど

に
深

い
共
感

を
示
し
て

お
り
、
広
い
意
味
で

の
生
の
哲
学
派

に
属
す

る
同
時
代
の
思
想
家
で

あ
る
と
い
う
要

素
で

あ
る
。

た
だ
、

彼
ら
の

文
化
哲

学
の
内
容

は
相
互

に
大
き
く
異

な
っ
て

い
る
。

現
代

の
文
化

・
文
明

の
危

機
感
は
、
単
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
け

に
と
ど
ま
ら

ず

、
全
人
類
的
な
規
模

の
も

の
で

あ
る
。
結
論
を
先
に
言
え

ば
、
こ
れ
ら
三

名
の
処
方
箋
の
示

唆
を
踏
ま
え

、
文

化
力
回
復
の
た
め
の
有
効
な
提
言
を
考

え
て

み
た
と
き
、
も
っ
と
も
参
考
に
な
る
の

は
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
に
よ
る

生
へ
の
畏
敬
の
倫
理
思
想
と
そ
れ
に
基
づ
く
文
化
哲
学
で
あ
る
。

一
　

時

代

の

危

機

意

識

と

文

化

哲

学

の

構

想

第
一
次
世
界
大
戦
は
西
洋
文
化
の
危
機
意
識
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
、

近
代

に
お

い
て
世
界
唯
一
の
文
化
・
文
明
で
あ
る
と
自
認
し
て
い
た

ヨ
ー
ロ

ツ

パ
が

戦

場

に

な

っ
た

た

め

で

あ

る

。

と

く

に
敗

戦

国

の

ド

イ

ツ

に

お

い

て
、

そ

の

危

機

は

い

っ
そ

う

深

刻

だ

っ
た

。

彼

ら
三

人

の
文

化

哲

学

者

は

い

ず

れ

も

同

時

代

人

と

し

て

、

こ

の

危

機

を

「
文

化

の
危

機

」

と

し

て

受

け

と

め

た
。

シ

ュ
ペ

ン

グ

ラ

ー

は

、

大

戦

終

了

時

の

一
九

一

八
年

に

『
西

洋

の
没

落

』

第

一

巻

を

刊

行

（
原

稿

は

一

九

一

四

年

ま

で

に
完

成

、

大

戦

勃

発

の

た

め

に

刊

行

が

遅

れ

て

い

た
）
。

内

容

か
ら

す

れ

ば

、

本

当

の

標

題

は
副

題

の

「
世

界

史

の

形

態

学

の

概

要

」

の

ほ

う

に

あ

り

、

世
界

史

全

体

を

超

絶

し

た

地

点

か
ら

考

察

し

よ

う

と

し

て

い

る
。

世

界

史

に

お

い
て

は

、

バ

ビ

ロ

ン
、

エ
ジ

プ
ト
、
ギ
リ
シ
ヤ
―
ロ
ー
マ
、
ア
ラ
ビ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、
イ
ン
ド
、
中
国
、

ヨ
ー

ロ

で
（

と

い

う

八

つ
の

「
高

度

文

化
」

が

そ
れ

ぞ

れ

独

立

し

て

現

れ

、

そ

れ

ら

は

あ

ら

ゆ

る

内

容

的

な

相

違

を

超

え
て

、
同

一
の

構

造

や

発

展

様

式

や

運

命

を

有

し

て

い

る

、

と

す

る

。

そ

し

て
、

今

や

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文

化

は

他

の

文

化

と

同

様

な

没

落

を

迎

え

て

い

る

の

だ
、

と

彼

は

診

立

て

た

。

彼

は

大

学

に

籍

を

置

か

な

い

孤

立

し

た
思

想

家

だ

っ
た
が

、
「
西

洋

の

没

落

」
（
夕

べ

の

国

Ａ
ｂ
ｅ
ｎ
ｄ
ｌａ
ｎ
ｄ

の

日

没

Ｕ
ｎ
ｔｅ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｇ
）

と

い

う

こ

の

標

題

が

時

代

精

神

を

体

現

し

、
『
西

洋

の

没

落

』

は

爆

発

的

に
売

れ

た
。

一
九

三

三

年

に

ナ

チ

ス

が

政

権

を

取

っ
て

か
ら

ま

も

な

く

孤

独

の

う

ち

に
死

去

（
一
九
三
六

年
）
。
『
西

洋

の

没

落

』

は
、

ナ

チ

ス

か
ら

は
不

健

康

な

悲

観

主

義

と

い

う

レ

ッ
テ

ル
を

貼

ら

れ

た
。

第

二
次

世

界

大

戦

は

、

シ
ュ

ペ

ン

グ
ラ

ー

の
知

ら

な

い
大

き

な

文

化

的

危

機

で

あ

る
。

シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
は
一
九
一
二
年
に
三
〇
歳
の
若
さ
で
哲
学
と
教
育
学
の

正

教

授

に
な

り

、

一
九

一

八
年

に

は

『
文

化

と

教

育
』

を
刊

行

し

た
。

こ

の



標
題

か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
、
彼
の
文
化
哲
学

は
教
育
学
と
深
い
関

わ
り
を

持
っ
て
い
る
。
一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
年
）
秋
か
ら
三
七
年
（
同
一
二
年
）

秋
ま
で
一
年
間

、
日
本
を
訪

れ
、
そ
こ
で
異
文
化
体

験
も
し
て
い
る
。
ま
た
、

彼
が
日
本

に
滞
在
中

に
行

っ
た
文
化
哲
学
関
係

の
講
演
八
編
を
収
録
し
た
も

の
と

し
て
、
『
文

化
哲

学
の
諸

問
題
』
（
昭
和
一
二
年
）
が
あ

る
。
こ

れ
を
読

め
ば
、
そ
の
時
代
的

背
景

か
ら

ナ
チ

ス
政
権

に
遠
慮

し
た
物
言
い
が
随
所

に

認
め
ら
れ

る
が

、
彼

は
も
と
も

と
ナ
チ

ス
の
反

知
性

主
義
を
暗

に
批
判

し
て

い
た
。
彼

は
時
代
精
神

に
抗

い
な
が
ら
理
想
主

義
を
貫

い
た
の
で
あ
る
。
彼

は
、

ヒ
ト
ラ

ー
の
暗
殺
未
遂
事
件

に
連
座
し

た
と
し
て

逮
捕
さ
れ
、
後
に
日

本
大
使

館
の
尽
力

に
よ
り
釈
放
さ
れ

た
（
じ

っ
さ

い
は
無
実
）
。
文
化
哲
学

に
関

し
て
は
、
二
つ
の
大
戦
を

は
さ
ん
で
多
く

の
著
作
が
あ

る
。
初
期

の
も

の
と
し
て

は
、
『
文

化
哲
学
概
論

〔
生

の
形
式
〕
』
（
一
九
二
一
年
）
が
有
名
で

あ
る
。
第
二
次
大
戦
後

に
は
国
家
の
精
神
的
再
建

の
た
め
に
、
と
く

に
当
時

の
初
等
教
育
機
関
で
あ

っ
た
国
民
学
校

に
大
き

な
関

心
を
持

ち
、
教
育
学
の

著
作

に
力

を
入
れ

た
。
こ

の
時
期
の
文
化

哲
学
的
論
文

と
し
て

は
、
「
文
化

病
理
学
と

は
」
（
一
九
四
七
年
）
が

あ
る
。
彼
に
お
い
て

は
、
第
一
次
大
戦
で

の
危
機
感
は
、

シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ

ー
と
も
共
通
す

る
西
洋
文
化

の
没
落

・
衰
退

で
あ
っ
た
が
、
第
二
次
大
戦
の
際
に
は

「
文
化
病
理
学
と

は
」

の
標
題

が
示

す
通
り

、
西

洋
文
化
そ
の
も
の
が
一
種
の
病
的
な
状
態

に
陥

っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
、
い

っ
そ
う
強
い
危
機
意
識
を
も

っ
て

い
る
。

異
文
化
体

験
と
い
う
点
で
は
、

シ
ュ
ヴ

ァ
イ
ツ

ァ
ー
は
も

っ
と
徹
底
し
て

い
る
。
彼

は
三
〇

歳
の
と
き
、
ア
フ
リ
カ
で
の
医
療
奉
仕
を
志
し
て
医
学
部

に
入
り
直
し
た
。
医
師
の
免
許
を
取
得
後
、
一
九
一
三
年
に
当
時

フ
ラ
ン
ス

領
コ
ン
ゴ
の
ラ
ン
バ
レ
ネ
に
渡
航
し
、
診
療
を
開
始
。
翌
年
の
大
戦
の
勃
発

に
よ
り
一
時
期
は
捕
虜
と
し
て
軟
禁
状
態

に
な

っ
た
（
後
に
診
療
活
動
は
再

開
）
。
一
九
一
七

年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
強
制

送
還
と
な

っ
た
。
一
連
の
文

化

哲
学
の
著
作
活
動
の
直
接
的
な
契
機

は
、
こ
の
戦
争
体
験
に
あ
る
。
彼
は
、

一
九
一
五

年
に
ア

フ
リ
カ
の
原
生
林
の
中
で
「
生
へ
の
畏
敬
」

の
理
念
に
到

達
し
、
そ
の
理
念
に
も
と
づ
い
て

「
文
化
哲
学
」
四
部
作
の
執
筆
を
開
始
。

一
九
二
三
年

に
は
第
一
部
「
文
化
の
衰
退
と
再

建
」
、
第
二
部
「
文
化
と
倫

理
」

を
刊
行

し
た
。
現
在
で

は
、
第
三
部

「
生

へ
の
畏

敬
の
世
界
観
」
、
第

四
部
「
文
化
と
文
化
国
家
（
我
ら
亜
流
者
た
ち
：
改
題
）
」
も
遺
稿
集
の
一

環

と
し

て
刊
行

さ
れ
て

い
る
。

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
、
す
で

に
一
八
九
九
年
、
二
四

歳
の
若

さ
の
と
き

に
、
あ
る
大
学
関
係
の
会
合
で
、
だ
れ
か
が
「
な
ん
た
る
こ
と

だ
。
我
々
は

す

べ
て
亜

流
者
に
す
ぎ
な
い
で

は
な
い

か
」
と
言

っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
、

こ
の
こ
と
が
ず

っ
と
彼
の
脳
裏

に
あ

っ
た
。
こ
れ
を
現
代
文
化
批
判
の
書
で

あ
る
「
我
ら
亜

流
者
た
ち
」
と
し
て
ま
と
め
よ
う
と
し
た
が
、
単
な
る
文
化

批
判
で
は
な
く
文
化
再
建

に
つ

い
て
も
書

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
考
え

方

を
改
め
た
の
で
あ
る
。

彼
は
二
度
目

の
ラ
ン

バ
レ
ネ
滞
在
（
一
九
二
四
～
一
九
二
七
年
）
以

降
は
、

何
度
も

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
ア
フ
リ

カ
を
往
復
し
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の

影

響
は
受

け
な
か
っ
た
。
彼
は
戦
後
の
冷
戦
時
代
を
も
経
験
し
、
原
水
爆
や

核
戦
争

の
危
機
も
深
刻

に
意
識
し
て
お
り
、
世
界
平
和

に
も
積
極
的
な
発

言
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を

行

っ

た

。

彼

は

時

代

精

神

か

ら

完

全

に

離

脱

す

る

と

同

時

に

、

シ

ュ

ペ

ン

グ

ラ

ー

や

シ

ュ

プ

ラ

ン

ガ

ー

に

は

見

ら

れ

な

い

よ

り

広

い

世

界

的

視

野

を

得

る

こ

と

が

で

き

た

。

二
　
文
化
の
定
義
・
文
化
と
文
明

文

化

と

文

明

と

対

比

さ

せ

る

論

述

法

は

、

後

者

の

物

質

優

位

の

在

り

方

に

対

し

て

前

者

の

精

神

的

境

位

を

強

調

す

る

一

種

の

ド

イ

ツ

的

な

思

考

様

式

に

基

づ

く

も

の

で

、

シ

ュ

ペ

ン

グ

ラ

ー

も

そ

の

延

長

上

に

あ

る

。

け

れ

ど

も

、

ド

イ

ツ

人

が

文

化

Ｋ
ｕ
ｌｔｕ
ｒ

と

言

う

と

こ

ろ

を

イ

ギ

リ

ス

や

フ

ラ

ン

ス

で

は

文

明

ｃ
ｉｖ
ｉｌ
ｉｚ
ａ
ｔ
ｉｏ
ｎ

，　
ｃ
ｉｖ
ｉｌ
ｉｓ
ａ
ｔ
ｉｏ
ｎ

と

言

う

こ

と

か

ら

、

両

者

の

区

別

を

つ

け

る

の

に

は

と

く

に

意

味

は

な

い

と

考

え

た

の

が

シ

ュ

プ

ラ

ン

ガ

ー

で

あ

り

シ

ュ

ヴ

ァ

イ

ツ

ァ

ー

で

あ

っ

た

。

シ

ュ

ペ

ン

グ

ラ

ー

の

文

化

哲

学

は

、

独

自

な

歴

史

形

態

学

ｄ
ｉｅ
　
ｈ
ｉｓ
-

ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｍ
ｏ
ｒ
ｐ
ｈ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｅ
の
構
想
か
ら
な
る
。
「
文
化
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
領

域

に

お

け

る

形

態

言

語

Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

ｅ
ｎ
ｓ
ｐ
ｒ
ａ
ｃ
ｈ
ｅ

の

深

さ

と

厳

し

さ

が

著

し

く

高

ま

る

こ

と

を

言

う

。

か

く

て

所

属

す

る

ど

の

個

人

に

と

っ

て

も

文

化

は

、

こ

の

生

に

対

し

て

全

生

涯

を

満

た

す

教

育

と

教

化

の

形

を

と

っ

た

、

個

人

の

人
格
的
－
宗
教
的
、
習
俗
的
、
社
会
的
、
芸
術
的
－
教
養
と
し
て
存
続
す

る

」
。

要

す

る

に

、

文

化

は

一

種

の

生

き

た

自

然

な

の

で

あ

る

。

文

化

の

栄

枯

盛

衰

の

姿

は

共

通

し

た

も

の

で

あ

り

、
「

観

想

論

Ｐ
ｈ
ｙ
ｓ
ｉｏ
ｇ
-

ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｋ
」
の
視
点
で
直
観
し
、
そ
の
理
法
を
具
体
的
な
歴
史
的
展
開
の
ま
ま

に

比

較

し

記

述

し

て

い

く

の

が

彼

の

歴

史

形

態

学

で

あ

る

。

そ

れ

に

よ

れ

ば

、

ど

の

文

化

も

互

い

に

他

の

文
化

か
ら

独

立

し

て

誕

生

し

、

成

長

・
発

展

し

、

そ

し

て

没

落

・
衰

亡

し

て

い

く
と

い
う

不

可

避

的

な

運

命

が

あ

る
。

衰

退

し

た
文

化

は

文

明

に

な

る
。

文

明

と

は

、
「
高

度

の

人

間

種

が

可

能

と

す

る
と

こ

ろ

の

、

最
も

外

的

な

、

ま

た
最

も

人

工

的

な

状

態

で

あ

る
。

文

明

は
終

結

で
る
」
。
彼
は
、
文
化
か
ら
文
明
に
い
た
る
大
き
な
推
移
を
「
春
夏
秋
冬
」

に

な
ぞ

ら

え

、

そ

れ

を

通

覧

し

た
表

を

、

イ

ン

ド

文

化

、

ギ

リ

ジ
ャ

ー
ロ

ー

マ
文

化

、

ア

ラ

ビ

ア

文

化

、
西

洋

文

化

に

お

い

て

作

成

し

て

い

る
。

シ

ュ

プ

ラ

ン

ガ

ー

に

よ

れ

ば

、
「
文

化

と

は
最

広

義

に

は

、

一

部

は

物

質

的

で

、

一
部

は
純

粋

に

精

神

的

な
性

格

を

も

っ
た

、

歴

史

的

に

生

成
し

た
価

値

形

成

物

の
総

体

で

あ

り

、

そ
れ

は
そ

の

つ

ど

生

き

て

い

た
人

間

集

団

に
社

会

的

に

担

わ
れ

た

も

の

、

つ

ま
り

理

解

さ

れ

、

評

価

さ

れ

、

理

想

に
従

っ
て

展

開

さ

れ

た
も

の
で

あ

る
。

要

す

る
に

、

文
化

と

は
個

人

を
超

え

た
意

義

を

持

つ
価

値

及

び

意

味

の
連

関
性

で

あ

っ
て

、

そ

れ

は
現

実

の
も

の
と

な

っ

た

が

ゆ

え

に
現

実

社

会

の

中

で

、
動

機

づ

け

る

作

用

を

も

つ

連

関
性

と

し

て

生

き
る
も
の
な
の
で
あ
る
」
。
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
と
は
異
な
り
、
文
化
は
単
な

る
有

機

的
自

然

で

は

な

い

。

シ
ュ
プ

ラ

ン

ガ
ー

が

手

掛

か

り

に

し

た

の

は
文

化

に

お
け

る
精

神

性

で

あ

っ
た
。

文

化

と

は

、

民

族

も

し

く

は

一

連

の
民

族

全

体

の
手

に

な

っ
た

「
価

値

創

造

の
全

体

」

と

解

さ

れ

、

最

終

的

に

は
内

的

人

間

の

文

化

（
ｃ
ｕ
ｌｔｕ
ｒ
ａ
　ａ
ｎ
ｉｍ

ｉ
）

に

到

達

す

る

も

の

と

し

た

。

文

化

は
伝

統
と
教
育
の
力
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
が
P
f
l
e
g
e
（
養
育
・
養
成
）
で
あ

る
が
、
文
化
は
精
神
の
仕
事
で
あ
り
、
ま
た
精
神
活
動
の
成
果
で
あ
る
と
す

る
。

そ

れ

で

も

、
「
文

明

」

を

人
間

が

自

然

に
適

応

す

る

過

程

の

技

術

的

・
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手
段
的
な
側
面
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
と
精
神
的
・
倫
理
的
な
使
命
と
い
う

「
文

化
」

の
テ

ロ
ス
性
を
対

比
さ
せ

る
な
ど
、
一

部
で

ド
イ
ツ
的
思

考
法
を

残
し
て
い
る
。

シ
ュ
ヴ
ァ
イ

ツ
ァ
ー
は
よ
り
一
層

、
文
化

の
倫
理
性

に
着
目
し

た
。
文
化

と
は
「
個
人
と
集
合
体
と
の
進
歩
、
物
質
的
お
よ
び
精
神
的
進
歩
」
で
あ
る
。

こ
こ
で

い
う
「
進
歩
」
と
は
生
存
を

め
ぐ

る
闘
争
が
弱
ま

る
こ
と
を
意
味
し

、

そ
の
た

め
に
は
理
性
が
自
然
と
人
間
の
志
向

を
支
配
し

な
け
れ
ば
な
ら

な
い

と
す
る
。
つ
ま
り
克
服

す
べ
き
は
自
然
環
境
と
内
な
る
自
然
（
人
間
本
性
）

な
の
で

あ
り
、
こ
れ
ら

二
つ
を
理
性
が
支
配
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の

二
つ
の
う
ち
重
要

な
の
は
、
後
者

、
す

な
わ
ち
人
間
本
性
の
理
性
的
陶
冶
で

あ
り
、
こ
れ

は
全
体
や
多
数
の
幸
福

を
め
ざ
す

と
い
う
倫
理
的
な
進
歩

に
他

な
ら
な

い
。
文
化
の
発
達
の
た

め
に
は
、
こ
の
倫
理
的
な
進
歩
が

本
質

的
な

意
義
あ
る
面
で
あ
っ
て
、
物
質
的
な
進
歩
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
。
ま
た
、

よ
り
重
要
な
進
歩

は
個
人
の
側

に
あ
り

、
文
化

の
究
極
目
標

は
「
個
人

の
精

神
的
道
徳
的
完
成
」
で
あ
る
。

な
お
彼
に
よ
れ
ば
、
文

化
と
文
明
の
区
別

は
な
い
。
あ

る
と
す
れ
ば
、

そ

れ
は
倫
理
的
な
文
化
と
文
明
、
非
倫
理
的
な
文
化
と
文
明
の
相
違
で
あ
る
。

そ
し
て
正
し
い
の
は
倫
理
的
な
文
化
（
文
明
）
概
念
だ
け
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら

、
非
倫
理
的

な
文
化
概
念

は
、
結
局

の
と
こ
ろ
文
化
の
没
落
現
象
を
自
然

過
程
と
し
て
の
老
化
現
象
と
捉
え

る
か
ら
で

あ
る
。

三
　

文

化

の

衰

退

お

よ

び

そ

の
再

生

(
1
)
　
文
化
の
衰
退

シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
に
よ
れ
ば

、
文
化

の
衰
退
の
結
果
、
そ
の
精
神

的
卓

越

性
が
喪
失

さ
れ
た
の
が
文
明
で

あ
る
。
文
明
と
は
文
化
が
そ
の
創
造
性
を
枯

渇

さ
せ

、
生
命

の
衰
退
し

た
末
期
的
な
姿
で
あ
り
、
世
界

都
市
が
栄
え
、
過

剰

に
意
識

さ
れ

た
頭
脳
人
間
が
増
え
、
倫
理
的
で

は
あ
る
が
実
用
的
な
気
風

が
み
な
ぎ

る
。
文
化

は
こ
れ
か
ら
生
成
し
発
展
し
て

ゆ
く
生
き
た
肉
体
で
あ

る
が
、
文
明
は
生
成

―
歴
史
感
覚
の
喪
失
、
あ
ら
ゆ

る
分
野

に
お
け
る
デ

フ

ォ
ル

メ
、

ス
ポ
ー
ツ
や
賭
け
事
、
帝
国
主
義
、
世
界
都
市

の
発
生
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ

ム
、
実
用

的
な
世
界

観
、
出

生
率
の
低
下
や
堕
胎
、
大
衆
政
治
、
形

而
上
学
の
貧
困
、
懐
疑
主
義
や
相
対

主
義

の
隆
盛
な
ど
の
よ
う
に
、
躍
動
す

る
「
魂
」

を
失
っ
た
姿
で

あ
る
。

そ
れ
は
い
わ
ば
貴
族
が
去
り
、
大
衆

の
時

代
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す

る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
は
こ
う
し
て
文
明
へ

と
「
変
質
」

し
て

し
ま
う
。

一
方
、
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
は
、
い
か
な
る
時
代
も
、
人
間
は
物
質
的
・
精

神

的
に
困
窮
し
て

い
る
と
見

る
も
の
の
、
現
代
は
す

べ
て
「
危
機
状
態
に
あ

る
文
化
」
で
あ
り
、
現
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
没
落
の
危
機
で
あ
る
と
い
う
。

文
化
没
落
の
原
因

は
文
化
の
全
体
的
均
衡
が
破
れ
、
客
観
的
文
化
と
そ
の
担

い
手
と
の
間
に
分
裂
が
生
じ
て
く
る
こ
と
に
あ
る
と
し
た
。
そ
れ
は
、
担
い

手
の
人
間
が
文
化

を
担
う
責

任
が
持
て

な
く

な
り
、
ま
た
そ
う
し
た
責

任
を

放
棄
し
た
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
宗
教
（
西
洋
の
場
合
は
キ
リ
ス
ト
教
）
の

「文化力」再生 の処方箋は存在するか113



も

つ
永
遠
の
価
値
や
理
想
と
の
結
び
つ
き

を
失

う
と
こ
ろ
に
、
文

化
没

落
の

最

大
原
因

を
見
て

い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
、
文
化
の
衰
退
は
人
々
が
も
は

や
文
化

の
こ
と
を
考
え

な
く
な
っ
て

、
現
代
人
の
文
化
能
力
が
低
下
し
た

か

ら
で

あ
る
と
見
て

い
る
。
現
代
人
は
、
労
働

に
追

わ
れ
て

自
由

を
失

い
、
も

は
や
精
神
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ず
、
ま

た
仕
事
の
過
度
の
専
門
分
化

や
組
織
化

に
よ
り
不
完
全

に
な
り
、
ま

た
人
間

性
を
喪
失
し
て

し
ま
っ
た
。

現
代
人

は
精
神

的
に
も
倫

理
的

に
も
自

立
性
を
失
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
現

象
が

い
ま

や
国

家
レ
ベ
ル
で
起
き
て

お
り
、
そ
れ
は
文
化
国
家
が
破
産
し
た

状
態
で

あ
る
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。

(
2
)
　
文
化
の
再
生
と
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ュ
ペ

ン
グ
ラ
ー
は
、
そ
の
蘊
蓄
を
傾
け
た
浩
瀚

な
歴
史
記
述
、
ま

た
有

機
的
生

命
に
な
ぞ
ら
え

た
文
化

観
に
よ
る

『
西

洋
の
没
落
』
（
一
九
一
八
～
一

九
二
二
年
）
に
よ

り
、

ヨ
ー
ロ
で
（

文
化
も

成
長
発
展

を
遂
げ
、
い
ま
や

老

化
衰

退
の
運
命
に
服

し
つ
つ
あ
る
と
洞
察
し
た
。
彼

は
、
文
化
を
動
植
物
の

形

態
や
そ
の
生
存
に
な
ぞ
ら
え
て

考
察
し
、
興
隆
し

た
文
化
も
や
が
て

は
没

落
し
、
死
を
迎
え
る
と
す
る
。
文
化
の
再
生

は
あ
り
え
ず
、
老

い
て
文
明
と

な
り

、
没
落

す
る
が

ま
ま

な
の
で
あ

る
。
彼

の
世
界
史

や
文
化

の
「
形
態

学
」

に
み

な
ぎ
る
の
は
一
種

の
諦
観
的

な
気
分
で

あ
り
、
そ
こ
か
ら

有
効
な

文
化
力

回
復
の
処
方
箋
は
見

い
だ
し

が
た
い
。
そ
し
て
彼
自
身
、
そ
う
し
た

時
代

精
神
を
形

成
し
、
自
ら

も
ま
た
そ
の
精
神
の
中

に
埋
も
れ
て
い
た
。
文

化
力

は
、
彼
の
場
合
、
自
然
的
な
変
化
に
な
ぞ
ら
え

た
、
民
族
の
保
有
す
る

自
然
的
な

エ
ネ
ル
ギ

ー
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
な
く

な
れ
ば
、
文
化

は
た
だ
衰
退
し
没
落
せ
ざ
る
を
え

な
い
の
で
あ
る
。

シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
に
お

い
て
気

に
な
る
の

は
、
世
界
史

に
現
れ
た
文
化
・

文
明

を
と
ら
え

る
独
創
的
で

詳
細
な
論
述
で

あ
り
な
が
ら
、
文
化

の
区
分
や

そ
の
意
味
付
け
（
文

化
相
互

の
影
響
関
係

を
認

め
な
い
な
ど
）
に
は
、
一
種

異
様
と
も
い
え
る
破
天
荒
な
解
釈
が
目
立
つ
こ
と
だ
。
こ
れ
が
後
の
ト
イ

ン

ビ

ー
や
現
代
の
文
明
論
者
に
批
判
・
克
服

さ
れ
て

い
く
と
こ
ろ
で

あ
る
。
そ

の
意
味
で
、
彼
は
た
し
か
に
比
較
文

明
論
の
先
駆
者
に
は
違

い
な
か

っ
た
。

シ
ュ
プ

ラ
ン
ガ
ー
も
ま
た
、
文
化
に
お
け
る
有
機
体
的
法
則
性
を
あ
る
程

度

は
認

め
る
も
の
の
、
彼
の
ほ
う
は
文
化
の
危
機
を
克
服
す

る
た
め
の
方
法

を
主
体
的

に
模
索
す
る
。
彼

は
文
化
に
お
け
る
精
神
的
要
素

に
着
目
す
る
。

文
化
に
は
四
つ
の
精
神
が
あ
る
。
そ
の
第
一
は
「
客
観
的
精
神
」
で
、
こ
れ

は
個
人

を
超
え

た
も
の
で

、
一
定

の
固
定

さ
れ
た
意
味

を
も
つ
。
第
二

に

「
共
通
精
神
」
。
こ
れ
は
、
そ
の
文
化
の
意
味
に
つ
い
て
の
共
通
理
解
の
こ
と

で
あ
り
、
第
三

は
「
主
観
的
精
神
」
で

、
こ
れ
は
そ
の
文
化
を
理
解
し
、
創

出

し
て

い
く
主
体

と
し
て

の
個
人

を
指
す
。
そ
し
て
第
四

に
「
規

範
的
精

神
」

が
あ
り
、
こ

れ
は
ど

の
文
化
共
同
体
の
中

に
も
あ
る
文
化
理
念
、
人

々

の
よ
り
高
い
姿
と
未
来

の
方
向
性

を
指
し
示
す
理
想
と
し
て

の
精
神
で
あ

る
。

彼
は
こ
の
四

つ
の
精
神

の
有
機
的
な
再
統

合
を
は
か
り
、
こ
れ
を
ま
た
教
育

哲
学
に
も
援
用

し
て
論
じ
る
。
教
育
と
は
ま
さ
に
文
化
の
担
い
手
を
教
育
し

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。



教

育

が

目

指

す

の

は
精

神

的

・

倫
理

的

革

命

に
あ

る

。
人

間

的

＝

倫

理

的

な

価

値

定

立

を

行

い

、

こ
れ

を
実

践

す

る
こ

と
が

重

要

で

あ

る

。

彼

は

、
西

欧

と

い
う

建

造
物

の

中

に

な

か
ぱ

眠

っ
て

い

る
精

神

的

・

倫

理

的

な

財
宝

に

対

す

る

責

任

へ
と

目

覚

め

る

べ
き

で

あ

る
、

と

主

張

火

皿

。

我

々

は

、
自

ら

真
正

な

自

由

な

文

化

の
担

い
手

に
再

び

変

化

さ

せ

る
こ

と

を

企
て

る

べ
き

で

あ

る

。

文

化

の

生

命

は
、

ひ

と

え

に
そ

の

担

い
手

の
意

識

の
成

熟

に

か

か

っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
促
す
こ
と
が
文
化
の
危
機
に
お
け
る
処
方
箋

と

な

る

。

彼

は

文

化

力

を

立

て

直

す

た

め

の

教

育

の

役

割

に
と

く

に
大

き

な

期

待

を

寄

せ

た

。

文

化

力

回

復

の

処

方
箋

は

教
育

学

に

あ

る

。

さ

ら

に
、

文

化

力

は

た

だ

教
育

力

だ
け

に

あ

る

の

で

は

な

い
。

信

仰

の

力

に
も

基

づ

く

も

の
で

あ

る

。

そ
れ

は
西

洋

の
場

合

、

キ

リ

ス

ト

教

に

あ

る

と

見

た

。

キ

リ

ス

ト
教

に

お

い

て

は
、

現

世

の
内

容

と
使

命

が

永

遠

な

る

も

の

と

結

び

付

け

ら

れ

、

来

世

の

希
望

は
現

世

に

お
け

る

力

と

な

っ
た

。

人

間

が

現

世

と

来

世

に
属

し

つ

つ
、

そ
れ

に
義

務

を

負

っ
て

い

る

と

い

う

と

こ

ろ

に

、

キ

リ

ス
ト

教

の

力

強

い
文

化

力

の
源

泉
が

あ

る
。

こ

の
信

仰

が

動

揺

す

る

と

共

に

、

西

洋

の

精

神

の
究

極

的

な

よ

り

ど

こ

ろ

も

動

揺

せ

ざ

る

を
え

な

か

っ

た
の
で
あ
る
。

シ

ュ
ヴ

ァ
イ

ツ

ァ
ー

は

、

生

へ

の

畏
敬

Ｅ
ｈ
ｒ
ｆｕ
ｒ
ｃ
ｈ
ｔ
　ｖ
ｏ
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｍ

　
Ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ

の
根

源

的

感

覚

を

回

復

す

る

と

こ

ろ

に
、

文

化

再

生

の

可

能

性

を

見

た
。

実

は
、

彼

は

ア

フ

リ

カ

の

原

生

林

の

医

師

と

し

て

実

践

す

る

た

だ

中

か
ら

第

一

次

大

戦

の
危

機

意

識

を

感
じ

取

っ
て

い

た

。

そ

の

た

め

、

危

機

意

識

の
診

立

て

は

単

に
西

洋

文

化

の
衰

退

だ
け

に
対

す

る
も

の

だ
け

に

と

ど

ま

ら

ず

、

よ

り
根

本
的
に
人
間
の
有
す
る
世
界
観
的
出
発
点
か
ら
問
い
直
す
が
ゆ
え

に
、

あ
ら

ゆ
る
文

化
全
体
に
普
遍
的

に
通
じ
る
問
題
提
起
を
な
す
こ
と
が
で
き
た
。

す

な
わ
ち
、
そ
れ
が
生
命
の
根
源
的
実
感
に
由
来
す
る
倫
理
的
覚
醒
と
し
て

の
生
へ

の
畏
敬

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

彼

は
、
文
化

の
再
建
設
の
た
め
に
は
理
想
主
義
的
世
界
観
が
不
可
欠
で

あ

る
と
断
じ
、
四

部
構
成

の
文
化
哲
学
の
中
で

、
そ
れ
こ

そ
が
生
へ
の
畏

敬
の

世
界
観
で
あ

る
と
し
て
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
精
神
史

だ
け
で

な
く
全
人
類
の
精
神

史
に
定
位
し
て
こ
れ
を
徹
底
究
明
し
た
。
文
化
の
再
生
は
、
世
界
人
生
肯
定

的
で
倫

理
的
な
世
界

観
を

創
造
す

る
こ
と
に
あ
る
。
世
界

観
と
は
、「
社
会

や
個
人

が
世
界

の
本
質
や
目

的
に
つ

い
て

、
ま

た
世
界

に
お
け

る
人
類
や

個
々
の
人
間

の
地
位
及

び
使
命

に
つ
い
て
、
自
ら
の
内
で
駆
動
す

る
思
想
の

総
体
で
あ
る
」
。
な
す
べ
き
こ
と
は
文
化
世
界
観
の
創
造
で
あ
る
。
文
化
世

界
観

は
思
考
す
る
世
界
観
で

な
く
て
は
な
じ
が
、
そ
こ
に
理
性
主
義
の
意
義

が
あ
る
。
思

想
運
動
と
し
て

の
理
性
主
義
（
合
理
主
義
）
は
一
八
世
紀
の
も

の
で

あ
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
理
性
主
義
は
す
べ
て

の
正

常
な
精
神
活
動
の
必

然

的
な
現

象
で

あ
る
。
究
極
の
知

識
は
生

に
つ
い
て

の
知
識
で

あ
る
が
、

我

々
の
認
識

は
こ
れ
を
外
部

か
ら
看
取

し
、
我

々
の
意

志
は
内
部

か
ら
看
取

す
る
。
生
と

は
思

考
し
つ
つ
体
験
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
究
極
の
知
識
は
、

こ
の
よ
う
に
し
て
す

べ
て
の
人
々
に
と

っ
て
生
き
生
き
と
し
た
思
惟
必
然

的

な
神
秘
主
義
と
な
る
。

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ

ァ
ー
は
こ
の
思

想
を
生
へ
の
畏
敬
と
い
う
形
で

定
式
化
し

た
。
「
外
部

か
ら

純
粋
に
経
験
的
に
定
義
す

れ
ば

、
完
全
な
文
化
と
は
、
人

「文化力」 再生の処方箋は 存在するか115



間

の
知
識
、
能
力

お
よ
び
社
会
化
の
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
進
歩
の
数

々
が

実
現

さ
れ
、
そ
れ
ら

が
文
化

本
来
の
究
極
の
目
標
で
あ
る
個
人
の
内
面
的
完

成
に

協

力
す
る
に
い
た
る
こ
と
で
あ

る
。
生

へ
の
畏
敬

は
、
こ
う
し

た
文
化

観
を

完
成
し
、
内
部
か
ら
こ
れ
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
人
間

の
内
的
完
成
を
内
容
的

に
規
定
し
、

そ
れ
を
つ
ね

に
自
己
を
深

化
す

る
生
へ

の
畏
敬
の
精
神
性

に
お

い
て
存

し
め
る
と
い
う
こ
と

に
よ
っ
て

こ
れ
を
な
す

の
で
あ
る
」
。

彼

の
文
化
力
回
復

の
処
方

箋
は
、
生
へ
の
畏

敬
に
根
ざ
し

た
倫
理
的
な
文

化
世
界
観
を
打
ち
立
て

る
と
い
う
と
こ
ろ
に
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
生

へ
の
畏
敬

は
、
世
界
人

生
肯
定
と
倫
理
を
と
も
に
含
み

、
そ
れ
は
倫
理
的
文

化
の

あ
ら
ゆ

る
理
想

を
思
惟
し
意
欲
す
る
も
の
で
、
我

々
が
ど
こ
ま
で
も
倫

理
的
人
間
と
し
て
、

個
々
の
人
間
や
人
類
全
体
が
な
し
あ
た
う
一
切
の
文
化

を
構

想
し
意

欲
す

る
よ
う
に
さ
せ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

評
　
　

価

シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー

は
文
化

を
有
機

的
な
自
然

に
な
ぞ
ら
え
て

考
察

し
た
。

『
西

洋
の
没
落
』

で
の
自

然
的
生
命
体

の
一
生
、
あ
る

い
は
四

季

に
な
ぞ
ら

え

た
見
方

は
、
文
化

を
ど
こ

ま
で

も
客
体
化

さ
れ
た
運

命
と

し
て

と
ら
え
る

見
方
で

あ
り
、
主
体

的
契
機
が
ど
こ
に
も
な
い
。
主
体

的
契

機
の
な
い
と
こ

ろ
で

は
。
倫
理

的
・
精
神
的
な
刷
新
の
機
運
は
生
ま
れ
て

く
る
こ
と
は
な
い
。

文

化
の
危
機
の
診
断

は
あ

っ
て
も
処
方
箋
が
な
い
の
で

あ
る
。

こ
れ
に
対

し
て

、

シ
ュ
プ
ラ
ン

ガ
ー
は
文
化
の
精
神
的
要

素
に
着
目
し
た
。

彼

が
教
育
学

に
文
化
回

復
の
処
方
箋
を
見
い
だ
し
た
の
は
、
教
育

が
個
人
や

世
代

を
超
え
て
客

観
的
な
文

化
（
文
化
の
財
）
を
し
か
も
教
育
者
に
よ
る
人

格
的
な
営
み

に
よ
っ
て

伝
え
る
が
ゆ
え

に
、
ま
ず
教
育
の
あ
り
か
た
を
文
化

形

成
に
ふ
さ
わ
し
く
建
て
直
す
べ
き
だ
と
考
え
た
か
ら
で

あ
る
。
文
化
哲
学

を
ふ
ま
え

た
教
育
哲
学
を
構
築
し
た
と
こ
ろ

に
シ
ュ
プ
ラ
ン

ガ
ー
の
意
義
が

あ
る
。
文
化
の
精
神
的
本
質

は
、

シ
ュ
ヴ
ァ
イ

ツ
ァ
ー
に
お

い
て
は
端
的
に
倫
理

的
要
素
で

あ
る
。
彼
の
文
化
哲
学
は
、
生
命
の
根
源
的
実
感
に
由
来
す
る
倫

理
的
覚
醒
で
あ
る
生
へ
の
畏
敬

に
根
ざ
し
た
切
り
口
と
取
り
組
み
の
姿
勢
を

持
つ
も
の
と
な

っ
た
。
彼

の
文
化
力
回
復
の
処
方
箋

は
、
生
へ
の
畏
敬
に
根

ざ
し
た
倫
理
的
な
文
化
世
界
観
を
打
ち
立
て

る
と

い
う
と
こ
ろ

に
あ
る
。
そ

れ

は
、
今
日
の

グ
ロ
ー

バ
ル
な
諸
問
題
（
地
球
環
境
の
危
機
、
拡
大
す
る
一

方

の
南
北
格
差
、
原
理
主

義
の
台
頭
な
ど
）
に
対
し
て
、
ど
の
文
化
・
文
明

に
属
す

る
人
間
で

あ
っ
て

も
共
通
し
て
立
脚
し
う
る
普
遍

的
な
人
間
性

の
理

想
を
提
示
す

る
も

の
で

あ
る
。

以
上

の
論
述

に
よ
り
、
現
代

の
文
化
・
文
明
の
危
機
に
際
し
て

、
文
化
力

回
復
の
た
め
の
有
効
な
提
言
を
考
え
て
み

た
と
き
、
も

っ
と
も
参
考
に
な
る

の
は

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ

ー
に
よ
る
生
へ
の
畏
敬
の
倫
理
思
想
と
そ
れ
に
基
づ

く
文
化
哲
学
で

あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。

（
１
）
　
こ
の
用
法

は
、
ジ

ョ
セ
フ

ー
ナ
イ
『
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
』
（
山
岡

洋
一
訳
、
日

本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）
に
由
来
す
る
。
こ
の
用
法
を
批
判
的
に
継
承



し

て

、

日

本

人

の

「

生

き

方

・

暮

ら

し

方

」

の

魅

力

を

文

化

力

と

し

て

ア

ピ

ー

ル
し
た
の
が
川
勝
平
太
『
文
化
力
―
日
本
の
底
力
』
（
株
式
会
社
ウ
ェ
ッ
ジ
、

二

〇

〇

六

年

）

で

あ

る

。

（
２
）
文
化
庁
「
文
化
力
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
 
：
/
/
o
u
n
k
a
-
ｒ
ｙ
ｏ
ｋ
ｕ

．
 
ｇ
ｏ
ｏ
.
 
ｎ
ｅ
．
ｊ
ｐ
/

を

参

照

。

こ

れ

は

当

時

の

文

化

庁

長

官

・

河

合

隼

雄

の

提

唱

に

な

る

も

の

で

あ

る

。

（

３

）
　

シ

ュ

ペ

ン

グ

ラ

ー

『

運

命

・

歴

史

・

政

治

』

（

八

田

恭

昌

訳

、

理

想

社

、

昭

和
三
五
年
）
一
二
六
～
一
二
七
頁
。
原
著
Ｏ
ｓ
ｗ
ａ
ｌ
ｄ
　
Ｓ
ｐ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
-
Ｇ
ｅ
ｄ
ａ
ｎ
ｋ
ｅ
ｎ

，

Ｈ

ｉ
ｌ
ｄ

ｅ
ｇ

ａ
ｒ

ｄ

　
Ｋ

〇
ｒ
ｎ

ｈ

ａ
ｒ

ｄ

ｔ
，
　

１
９

４

１

．

こ

こ

で

い

う

形

態

言

語

と

は

、

「

文

化

の

魂

Ｋ

ｕ

ｌ
ｔ
ｕ

ｒ
ｓ

ｅ
ｅ

ｌ
ｅ

ｊ

が

外

界

に

表

現

さ

れ

。

形

態

化

さ

れ

た

客

観

形

象

の

こ

と

で

あ

り

、

宗

教

、

芸

術

、

政

治

、

経

済

な

ど

あ

ら

ゆ

る

文

化

領

域

が

含

ま

れ

る

。

（
４
）
　
○
.
　
ｂ
ｐ
ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｅ
ｒ
：
　
Ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｕ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｇ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ａ
ｏ
ｅ
ｎ
ｄ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｓ

，
　

１
９

１
８

，
　

Ｂ

ｄ
.

　

Ｉ
．

Ｓ

．
４

１
．

『

西

洋

の

没

落

』

第

一

巻

（

改

訳

新

版

、

村

松

正

俊

訳

、

昭

和

五

九

年

）

、

四

〇

頁

。

（

５

）
　

Ｈ

．　

ｂ
ｐ

ｒ
ａ
ｎ

ｇ

ｅ

ｒ
:
　

Ｋ

ｉｄ

ｔ
ｕ

ｒ
ｐ

ｈ

ｉ
ｌｏ
ｓ
ｏ
ｐ

ｈ

ｉｅ

　
ｕ

ｎ

ｄ

　
Ｋ

ｕ

ｌｔ
ｕ

ｒ

ｋ
ｒ

ｉ
ｔ
ｉ
ｋ

（

Ｇ

ｅ
ｓ
ａ

ｍ

ｍ

ｅ

ｌ
ｔ
ｅ

ｂ
ｃ
ｎ
ｒ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｎ
　
Ｖ
）
,
　
ｈ
ｒ
ｓ
ｇ
．
ｖ
．
　
Ｈ
ａ
ｎ
ｓ
　
Ｗ
ｅ
ｎ
ｋ
ｅ
，
　
Ｔ
ｕ
ｂ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
（
Ｍ
ａ
ｘ
　
Ｎ
ｉ
ｅ
ｍ
ｅ
ｉ
ｙ
-

ｅ
ｒ
）
,
　
１
９
６
９

，
　

Ｓ

．
２

１（

Ｄ

ｉ
ｅ

　

Ｋ

ｕ

ｌ
ｔ
ｕ

ｒ
ｚ

ｙ

ｋ

ｌ
ｅ
ｎ

ｔ
ｈ
ｅ

ｏ
ｒ

ｉｅ

　
ｕ

ｎ

ｄ

　

ｄ
ａ
ｓ

　
Ｐ
ｒ

ｏ

ｂ
ｅ

ｌ
ｅ
ｍ

　
ｄ
ｅ

ｓ

Ｋ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ｖ
ｅ
ｒ
ｆ
ａ
ｌ
ｌ
ｓ

，

１
９
２
６
）
｡

（

６

）
　

シ

ュ

プ

ラ

ン

ガ

ー

『

文

化

哲

学

の

諸

問

題

』

（

小

塚

新

一

郎

訳

、

岩

波

書

店

、

昭

和

一

二

年

）

六

～

八

頁

。

（
７
）
　
E
.
 
S
ｐ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
：
 
Ｋ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉ
ｅ
 
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｋ
ｉ
ｄ
ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
ｒ
ｉ
ｔ
ｉ
ｋ

，
　

１
７

９
-

１
８

０

（

Ｋ

ｕ

ｌｔ
ｕ

ｒ

ｐ
ａ

ｔ
ｈ

ｏ

ｌｏ

ｇ

ｉｅ

？
，
　

１

９
４

７
」
。

シ

ュ

プ

ラ

ン

ガ

ー

『

文

化

病

理

学

』

（

篠

原

正

瑛

訳

、

昭

和

二

五

年

、

ア

テ

ネ

新

書

、

二

〇

～

ニ

ー

頁

。

（

８

）
　

ａ

．　

ａ

ｃ
ｎ
w

ｅ

ｉ
ｔ
ｚ
ｅ

ｒ
：
　

Ｋ

ｕ

ｌ
ｔ
ｕ

ｒ

　
ｕ

ｎ

ａ

　

Ｅ

ｔ
ｈ

ｔ
ｋ
.
　

Ｎ

ａ

ｃ

ｈ

ｄ
ｒ
ｕ

ｃ

ｋ

　

１
９

９
０

　

ｄ
ｅ
ｒ

　

Ｓ
ｏ

ｎ
-

ｄ
ｅ

ｒ
ａ
ｕ

ｆ
ｇ

ａ

ｂ

ｅ

　

７

７

．
，
　

Ｍ

ｉ
ｉ
ｎ

ｃ

ｈ
ｅ

ｎ

（

Ｃ

．
　

Ｈ

．
　

Ｂ

ｅ
ｃ

ｋ

）
，
　

１
９

９
０

，
　

Ｓ

．
３
５

（

Ｄ

ｅ
ｒ

　
Ｖ

ｅ

ｒ
-

ｉ
ａ

ｎ

　
ｕ

ｎ
ａ

　
ｗ

ｉｅ

ｄ
ｅ

ｒ
ａ
ｕ

ｌ
ｂ
ａ
ｕ

　
ｄ
ｅ

ｒ

　
Ｋ

ｕ

ｌ
ｔ
ｕ

ｒ

　［

Ｋ

ｕ

ｌｔ
ｕ

ｒ
ｐ

ｈ

ｉ
ｌｏ
ｓ
ｏ

ｐ

ｈ

ｉｅ

　
Ｉ
］
，
　

１
９

２
３

」
｡

シ

ュ

ヴ

ァ

イ

ツ

ァ

ー

「

文

化

の

衰

退

と

再

建

」

（
『

シ

ュ

ヴ

ァ

イ

ツ

ァ

ー

著

作

集

第

六

巻

』
、

白

水

社

、

二

三

六

頁

。

（

９

）
　

Ａ
.

　
Ｓ
ｃ

ｈ
w

ｅ

ｉ
ｔ
ｚ
ｅ

ｒ
:
　
ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
.
，
　
Ｓ
.
　
３
６
.

ユ

ヴ

ァ

イ

ツ

ァ

ー

上

掲

書

、
二

三

八

頁

。

（

1 0

）
　

Ａ
.

　
Ｓ
ｃ

ｈ
w

ｅ

ｉ
ｔ
ｚ
ｅ

ｒ
:
　
ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
.
，
　
Ｓ

．
　
３
５

．

シ

ュ

ヴ

ァ

イ

ツ

ァ

ー

上

掲

書

、
二

三

七

頁

。

（

1
1

）
　

Ａ
.

　
Ｓ
ｃ

ｈ
ｗ

ｅ

ｉ
ｔ
ｚ
ｅ

ｒ
:
　
ｉｂ

ｉｄ
.
，
　
Ｓ
.

　
３

７
.

シ

ュ

ヴ

ァ

イ

ツ

ァ

ー

上

掲

書

、
二

三

九

頁

。

（

1 2

）
　

Ａ
.

　
Ｓ

ｃ

ｈ
w

ｅ

ｉ
ｔ
ｚ
ｅ

ｒ
:
　
ｉ
ｂ

ｉ
ｄ
.
，
　
Ｓ
.

　
５

２
.

シ

ュ

ヴ

ァ

イ

ツ

ァ

―

上

掲

書

、
二

六

二

頁

。

（

13

）
　

シ

ュ

プ

ラ

ン

ガ

ー

『

人

間

と

し

て

の

在

り

方

を

求

め

て

―

存

在

形

成

の

考

察

－
』
（
村
田
昇
・
山
崎
英
則
訳
、
東
信
堂
、
一
九
九
〇
年
、
一
二
六
頁
）
。
原
著

E
.
　
ｂ
ｐ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
：
　
G
e
ｄ
ａ
ｎ
ｋ
ｅ
ｎ
　
ｚ
ｕ
ｒ
　
Ｄ
ａ
ｓ
ｅ
ｉ
ｎ
ｓ
ｇ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｌ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ

，

ｈ

ｒ
ｓ
ｇ

．ｖ
.

Ｈ
.

Ｗ

． Ｂ

ａ

ｈ
ｒ
「

１
９

５
４

．

（

1 4
）
　
E
.
　
S
ｐ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
:
　
Ｋ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉ
ｅ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｋ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
ｒ
ｉ
ｔ
ｉ
ｋ

，

Ｓ
.
２

４

．

（

1 5
）
　
E
.
　
S
ｐ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
:
　
Ｋ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉ
ｅ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｋ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
ｒ
ｉ
ｔ
ｉ
ｋ

，

Ｓ

．
１
８
３
.

シ

ュ

プ

ラ

ン

ガ

ー

『

文

化

病

理

学

』

、

二

九

頁

。

（

16

）
　

シ

ュ

プ

ラ

ン

ガ

ー

『

人

間

と

し

て

の

在

り

方

を

求

め

て

』

、

一

二

九

頁

。

（

17

）
　

長

井

和

雄

『

シ

ュ

プ

ラ

ン

ガ

ー

研

究

』
（

以

文

社

、

一

九

七

三

年

）
、

一

八

二

頁

。

（

1 8

）
　

シ

ュ

プ

ラ

ン

ガ

ー

『

文

化

哲

学

の

諸

問

題

』

二

五

七

～

二

五

八

頁

。

た

だ

し

用

語

を

少

し

改

変

し

た

。

（

19

）
　

シ

ュ

ヴ

ァ

イ

ツ

ァ

ー

の

文

化

哲

学

全

体

は

、

こ

の

意

味

で

一

種

の

「

世

界

哲

学

」

の

相

貌

を

有

し

て

い

る

。

金

子

昭

「

シ

ュ

ヴ

ァ

イ

ツ

ァ

ー

に

お

け

る

世

界

哲

学

の

構

想

」

『

比

較

思

想

研

究

』

第

二

九

号

、

二

〇

〇

二

年

、

九

七

～

一

〇

四

頁

を

参

照

。

（

2 0

）
　

Ａ

． 　
Ｓ
ｃ

ｈ
w

ｅ

ｉｔ
ｘ

ｅ
ｒ
:
　
ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
.
，
　
Ｓ
.
　
６
３
.

シ

ュ

ヴ

ァ

イ

ツ

ァ

ー

上

掲

書

、
二

七

九

頁

。

（
2
1

）
　

Ａ

．　
Ｓ
ｃ

ｈ
w

ｅ

ｉ
ｔ
ｘ
ｅ

ｒ
:
　
ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
.
，
　
Ｓ
.
　
６
７
.

シ

ュ

ヴ

ァ

イ

ツ

ァ

ー

上

掲

書

、
二

八

五

頁

。

（

2
2
）
　

Ａ

．
　
Ｓ
ｃ

ｈ
w

ｅ

ｉ
ｔ
ｚ
ｅ

ｒ
:
　
ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
.
，
　
Ｓ
.
　
７
０

．

シ

ュ

ヴ

ァ

イ

ツ

ァ

ー

上

掲

書

、
二

八

九

頁

。

（

23

）
　

Ａ
.

　

ｂ
ｃ

ｈ

ｗ

ｅ

ｉ
ｔ
ｚ
ｅ

ｒ
:
 

ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
.
，
　

Ｓ
.
　

３

５
４

　

（

Ｋ

ｕ

ｌ
ｔ
ｕ

ｒ

 

ｕ

ｎ

ｄ

　

Ｅ

ｔ
ｈ

ｉ
ｋ

［

Ｋ

ｕ

ｌ
ｔ
ｕ

ｒ
-

ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉ
ｃ
　
Ｉ
Ｉ
］
,
　
１
９
２
３
」

。

シ

ュ

ヴ

ァ

イ

ツ

ァ

ー

「

文

化

と

倫

理

（

文

化

哲

学

第

二

部

）

」

（
『

シ

ュ

ヴ

ァ

イ

ツ

ァ

ー

著

作

集

第

七

巻

』
）

、

三

三

九

頁

。

（

か

ね

こ

・

あ

き

ら

、

倫

理

学

、

天

理

大

学

お

や

さ

と

研

究

所

教

授

）

「文 化力」再生の処方箋は存在するか117
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